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行事報告 
ペルー国民舞踊マリネラ披露会について 
 
愛知県立大学外国語学部ヨーロッパ学科スペイン語圏専攻 
谷口智子 
 
 マリネラとは、ペルーの国民的舞踊であり、ブラジルのサンバやアルゼンチンのタンゴに並ぶ
南米三大ダンスの一つといわれている。ペルー先住民音楽や、征服者スペイン人の音楽文化、
アフリカ系奴隷が持ち込んだリズムなどがミックスして、民衆舞踊サマクエカが生まれ、そこから
「チレーナ」が生まれた。各国がスペインの植民地から独立したあと、チリとペルー・ボリビアが
天然資源の硝石を巡って戦った 19 世紀末の「太平洋戦争」で、敗北したペルーがチリの「チ
レーナ」から分かれて誕生させた創作舞踊が「マリネラ」であった。したがって、「マリネラ」はペ
ルーの国民的アイデンティティ形成と密接に関わっている国民的舞踊である。 
 愛知県立大学では、2017 年 4 月 28 日（金）1 限の「研究各論（ラテンアメリカ史）」（谷口智
子）と「研究各論（南北アメリカ国際関係）」（小池康弘）の授業で、ペルー国民舞踊マリネラ披
露会を大学講堂で行った。授業の一環として行ったが、およそ 50名の学生が参加した。 
CLUB LIBERTAD TRUJILLO名古屋支部という、マリネラを世界中に普及させるべく活
動している日系ペルー人の民間団体から講師 4 名が来学した。ペルー文化普及振興協会、
在名古屋ペルー総領事館、愛知県立大学、および多文化共生研究所共催であった。マリネラ
の歴史についての講義もスペイン語と日本語で行われ、視聴覚教材(DVD)として、講義と舞
踊実践の様子を映像記録で残した。ペルーの民族舞踊マリネラを初めて踊る体験をした者の
中から、授業のみでなく、毎月土日に行われるマリネラ講座を受けにスタジオに通う者も数名
おり、結果的に今年度のマリネラ・クイーン日本代表に選ばれた者（本学スペイン語専攻の近
藤愛与さん）もいた。2018年 1月にペルーのリマで行われる世界大会で模擬演技をするため、
出場することが決まっている。今後も要望があれば、このような体験型授業は、定期的に行い
たいと考えている（例えば料理教室やラテンアメリカ特有の農業の方法などを実践してみた
い）。五感を用いた授業を今後も機会があれば実践していきたい。ラテンアメリカの歴史や文
化に対し、より親密感が増すであろうし、学生の興味や好奇心もますます湧いてくると思う。 
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（撮影：谷口智子） 
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